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奈良川源流域の植物 2012 年 3 月 18 日

 

タネツケバナ 種まき準備をする頃に咲く。群
生することが多い。 

  
ヒメオドリコソウ 葉に毛があり、葉脈が網目
状で、早春の葉は暗紫色を帯びている。 

 

ホトケノザ 葉が蓮華座のように茎を取り囲み、
花が葉の上に立ち上がる。 

 

 

 

 

 

 

  

 

スズメノカタビラ 全体が20センチぐらいで柔
らかく、小穂は白緑色で菱形である。 

  

トウダイグサ 杯の中に小さい花がいくつもあ
る杯状花序で、葉はへら形をしている。 

  

フキノトウ 早春に蕾だけが出て筒状花を散房
状に咲かせ、後から柄の長い葉が地面から出る。 

 


